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『当たり前』のことが一番大切
仕事に出かけて、『無事に帰ってくる』・・・、そして、『ただいま』と家のドアを開ける

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意

見落とすな 『一時停止の標識』
確実な『一時停止』と左右の安全確認

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

車間距離を十分に 追突を未然に防止

交差点は、気配り・目配り、危険予知
○ 右左折時は、交差点中央で一旦停止、最徐行で進行
○ 左折時は、ハンドルを切る手前で、安全確認の徹底
○ イエローストップ運動の徹底 （黄色信号は、「止まれ」）
○ 助手席の安全窓の視界確保と車内清掃の徹底

○ 駐停車車両の陰から・・・出てくるかも知れません、注意しましょう
○ 右折する時は、歩行者をしっかり確認しましょう
○ 『左折巻き込み事故』に注意しましょう

交差点付近 横断中の男性はねられ死亡
乗用車側の信号は黄色点滅だった

２０１８年３月１５日 ６時４１分
１４日午後９時１５分ごろ、秋田県の国道の交差点付近で、道路を歩いて横断していた男性（７８）が、会社

員の男性（４５）の乗用車にはねられ死亡した。事故当時、乗用車側の信号は黄色点滅だった。

渋滞に気づくのが遅れ、急ブレーキ
ハンドルを切ったところ、中央分離帯に衝突してしまった トラック３台絡む事故

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇
２０１８年３月１５日 ２時２２分

１４日午後１１時ごろ、神奈川県の東名高速道路で、中央分離帯に衝突して停車した大型トラックに、後ろか
ら走ってきた２台の大型トラックが追突するなどして、運転手１人が病院に運ばれました。警察によりますと、
事故当時、現場から５０メートルほど前方では、車両火災に伴う消火活動が行われていて、渋滞が発生していた
ということです。中央分離帯に衝突した５０代の運転手は「渋滞に気づくのが遅れ、急ブレーキをかけてハンド
ルを切ったところ中央分離帯に衝突してしまった」と話しているということです。

クレーン車と衝突、原付きバイクの女性死亡
原付バイクはクレーン車の下敷きになっていた

２０１８／３／１５（木） ７：３５
１４日午後６時すぎ、千葉県の国道で「クレーン車と原付きの事故があった」と、通行人から警察に通報があ

りました。警察が駆けつけたところ、原付きバイクを運転していた女性が交差点で倒れ死亡しているのが見つか
り、バイクはクレーン車の下敷きになっていたということです。警察はクレーン車を運転していた男性容疑者（
４２）を過失運転致死の疑いで現行犯逮捕しました。調べに対し、容疑者は「ぶつかったのは間違いありません
」と容疑を認めているということです。

危険ドラッグを使用して死傷事故 危険運転致死傷容疑で再逮捕
２０１８／３／１４（水） １９：００

危険ドラッグを使用して車を運転し、去年５月、山梨県で１人が死亡、自分を含め２人がけがをする事故を起
こしたとして、警察はきょう、２７歳の男を危険運転致死傷の疑いで再逮捕しました。容疑者は、「事故を起こ
す前に使った」と危険ドラッグの使用を認める供述をしていて、事故の直前、容疑者の乗用車が赤信号を無視す
るなど暴走する様子も目撃され、警察で裏づけを進めています。

酒気帯び？で追突事故…追いかけてきた男性に暴行で逮捕
◇違反だと･･･分かってやってる、『飲酒運転』 「飲酒運転は事故でなく犯罪」◇

２０１８／３／１４（水） １１：５６
１４日午前３時すぎ、釧路市で、男性（５２）が暴行の疑いで逮捕されました。男は直前に酒気帯び運転をした

可能性があるとみて警察が調べています。容疑者は５０代の男性会社員の胸倉をつかむなどの暴行を加えた疑い
で現行犯逮捕されました。容疑者の車は、この直前におよそ２キロ離れた国道でタクシーに追突する事故を起こ
し、逃走していました。その後、追いかけてきたタクシー会社の男性社員につかまりそうになり暴行を加えたと
いうことです。容疑者の呼気からは基準値を超えるアルコールが検出されていて、警察は酒気帯び運転の疑いで
も調べています。


